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間断か ん が い に よ る水稲の 生 態反応 に っ い て

　　　皿　 生育時間別水管理 と生育収量 お よ び か ん が い 効率

　　　　　　　　　　　　　山 口 隆
・佐 本啓智 ・宇 田 昌義 （東 海近 畿 農業 試験 場 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒 　 　 　 　 　言

　高 収 段 階 に お け る 生育時期別 の 適 正 な 水 管理 法 を知 る た め 、早 値 ・多肥 ・密植条件 下 で 主要生

育期間 の 水管理 と生 育 ・収 量 ・か んが い 水量 との 関係 を謂 べ た の で 、結 果の 概 要 を報告す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 試　　験 　　方　　法

　試験 は 1969 〜 70 年 に 日本晴 を 用 い て 行 な つ た 。 特 記 し な い も の は
、 場 内 土 壌 を 充 て ん し

た 約 1m ’
の コ ン ク リ

ー
ト 水槽 を 近 接配置 し て 、群落 状 態 に 近 づ け る よ う に 栽 培 し た。ま た 、移植

期は 4 月 25 日 で 、 27 株／   植 、施 用 N 量 は 20g ／   と し た 。

〔実験 1 〕　有効分け つ 期間 の水管理 　湛 水深 に よ り、   2cm　  4cm　  6　cm
、 間断か ん が い

　　　　　始 の 土 壌 pF に よ り、   pF1 ，5　   同 2．　e　   同 2．5 の 6 処 理 。 5 月 3 日 34 株 ／

　　　　　   植 とした 。

〔実Wt　il〕　無効 分け つ 期〜幼穂 形 成期 の水 管 理 　（D　3　cm 常時湛水　  pF2 ・O　   同 2・5　  

　　　　　一
時萎 凋点で の 間断か ん が い の 4 処 理 。

〔実験 皿 〕　 幼穂 形 成期 〜穂揃期お よび穂 揃 期 〜成熱 期 の氷管 理 　 実験 皿〜 エ で は
、

  湛 ＋ 湛 、

　　　　　   湛 十 2．0 　  2．0 十 2，0 　  2．5 十 2．0 　  2．　0 十湛 　  2，0 十 2．5 　  2．5 十25

　　　　　の 7 処理 （湛 は湛水、数字 は 問断か ん が い 始 の 土壌 pF を示す ）。 実験 皿〜 2 で は 、

　　　　　施用 N 量 を 22 ．5g ／ ガ に 増 し 、 前者に 湛 ・1．5 ・2．0 ・2．5 と後期 に 1．5 ・2．0 ・

　　　　　 2，5 と を組 合わ せ た 12 処 理 と湛 ＋ 湛 の 計 13 処 理 と し た 。

〔実 Wt　rv 〕　 開花授 精期 の 土壌水 分 と 登 熱 性　   湛 水 　  2．0　   2．5 の 聞断 か ん が い 　  萎凋

　　　　　 1 日間　  同 2 日間　  同 3 日間の 6 処理 。 6 月 24rj 　2千分の 1af ッ ト植 。

〔実験 V 〕　生育時間別 の 水管理とか ん水量の 測定 　実wa　E ・
皿
〜 1 の 各区に つ い て 測定 し た

。

　　　　　　　　　　　　　　　 試 　　験　　結

試 験結果 は 第 1 〜 4 図お よ び第 1 表の とお りで あ る 。

果

日作東海支部研究梗 概 64 （1972 ）
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第 1 図　有効分け つ 期間 の 水管理 と草丈 ・茎数

　　 　 との 関係 （1・1969 ）
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第 2 図　無効分け っ 期間 の 水管理 と草文 ・

　 　　 手旱長乏（fl．1970 ）
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第 3 図　幼形〜穂揃期 お よ び穂揃〜成 熟期 の 水管 理 と穂電 ・え い 花数 ・登熟歩合 と の 関係
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開 花授精期 の 土壌 水分 と 穂 重 お よ び登 熟性 （rv・1970 ）
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第 1 表　生 育時期水管理 と灌水量 ・玄米生 産能率 ・灌水量 ／全 重比（ ll・皿一1 ・1970 ）
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注 ；代か き 用 水 ・沽 着期間 の 灌水量 は 151
、 有 効分 け つ 期間 は 100

、 蒸発 計蒸 発量 は 同様 lc

　　 38．9 ・133 ．2 （単 位 mm ）で あ っ た
。 数 字 は 浸透量の な い 条件下 の 灌 水量 。
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摘 要

1 ）　 高収 段階 に お け る生 育時期 別の 適正 な水管理 法 を知 る た め、早植 ・多肥 ・密植 条件下 で 主

　　要生 育期間の 水管理 と生育 ・
収量

・
か ん水量 との 関係 を調 べ

、 次の よ うな結果 をえ た 。

2 ）　 有効 分 け つ 期 聞の 水 管 理 と し て は 、 湛水深 2 〜 6cm 、
　 pF1 ，5 ・2．0 ・2，5 を指標 とす る

　　間断 か んが い に つ い て 検討 し、高収の 基 礎条件 とし て の 茎 数確保 と徒長 回避 の 観 点か ら、
2

　　
〜 3cm の 浅 い 湛水が 最 もす ぐれ 、深水 は 茎数増加 の 抑 制 ・

徒 長促進 の 点 か ら 、 間 断 か ん が い

　　は 異常還 元 な どの 場合 を除 けば肥 効低下 や茎 数増 加 を抑 制 す る 点 か ら好ま し くな い こ と が 判

　 　明 し た （第 1 図 ）。

3 ）　 有 効 分け つ 終 止 期〜幼穂 形 成 期 の 水管 理 は 、常時湛 水 ・土壌 の 最 高 PF2 ．0 ・2．　5 お よ び

　　
一

時萎 凋を指標 とす る 間断か ん が い に つ い て 検 討し 、常時湛水 ・PF2 ．0 区 で は 受 光態 勢 ・

　　倒伏抵抗性が不十分で あ り、

一時萎 凋点 で の 間断か んが い は 生育後期 の補 償的な生 育増大に

　　もか か わ らず収 量 性が 十 分 で な い の で 、草 姿改善 ・根 部活 力 の 維 持か らみ て 、 pF2 ．5 の 間

　　断か ん が い が 好適す る と認め られ た （第 2 図 ）。

4 ）　 幼穂 形成期〜穂揃期 お よ び 穂 揃期 〜成熟期 の 水管理 は 湛 水 、 PF1 ．5 ・2．0 ・2．5 の 間断

　　か ん が い を組合せ て 検討 し、好適水 管理 は え い 花 数 が 3．5 万／   を上廻 る場合 とそ れ 以 下の

　　場合 で 趣 を 異 に し た 。 3．5 万以 上 の 場 合 に は PF2 ．0 ＋ 2．　5 の 間断か んが い が草姿 ・根活力

　　　登 熟 性 もす ぐれ て 最 も好適 す る と み られ 、 3．・5 万 以 下 の 場 合 に は 過 繁茂 の 害 よ りも間 断 か

　　ん が い に よ る受 容体 の 縮少が 減 収に つ な が り易い の で 、湛十 2．　0 の 聞 断か ん が い が受 容体確

　　保 ・後 期の 根活力 の 維持 に よ る登熟性向上よ りみ て 有利 で あ る と判断 され た （第 3 図 ）。

5 ）　開 花授精期 間 の 土壌 水 分 と登 熟性 との 関係 を 調べ 、土壌 pF2 ．5 以 下の 間 断 か んが い や 湛

　　水は 正常 に 登 熟 したが 、 萎 凋1 口 以 上 で は穂 の 抽 出不 良や遅 延、穂 重 ・登 熟歩 合 の 低下 、 白

　　斑〜褐斑籾 ・不稔
・死 米 ・乳白米

・
肥厚 不良米 の 増加 が萎凋 の 長 び く ほ ど過 重 され た 。 従 つ

　　て 、許容限界 は PF2 ．5 よ り高 く
一

時萎凋 点 ま で の 間 に あ りpF2 ，5 の 聞断か ん が い は 支樟

　　が な い と推定 した （第 4 図 ）。

6 ）生育 時期 別 の 水管 理 と か ん水量 ・生 産効率に つ い て 検討 し、高収段 階 に 好 適 す る と指摘 し た

　　2．0 ＋ Z5 の 水 管 理 は 常 時湛水 に 比較 して
、 か ん水量 736mm で 220 ／o の 節水 を可能 に し、

　　玄 米生 産 能率 は 中央個 体群 で 717g ／ 加 で 21 ％ 増に な る と推定 し た 。 また 、穂 数 ・
え い

　　花数確保が や や 劣 る場合 に 好適 す る湛 水 十 2．0 の 水管 理 は か ん 水量 775mm で 18 ％ の 節 水

　　とな り 、 玄米生 産 能率 は 708g ／ 伽 で 19 ％増 で あ り、こ れ らの 水管理 は節水 と生産効率

　　の 向上 に 寄与 す る で あ ろ うこ と が 判明 した （第 1 表 ）。

7 ）　 な お 、ポ ツ ト栽培 の よ う な孤 立 個体 の 収量 は群 落状態 の もの と は 趣 を異 に し、一般に 常時

　　湛 水の 方 が 間 断かん が い よ り も多収 で あ つ た こ とを附 言 し た い 。
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